
P.２　特集１ 中学生海外派遣事業

P.６　特集２ 大方中学校５日間の職場体験学習

P.７　ALTのカレンです！・成人式の新成人代表者募集

P.８　備えて安心⑰「佐賀分団操法大会で大奮闘」

P.９　ねんきんコーナー

P.10　教育委員会だより

　　　「大方中学校」・「佐賀小学校」の紹介

P.12　健康カレンダー・当直医療機関一覧表

P.14　健康知恵袋 高齢者健診 基本チェックリスト①

　　　「運動機能」をチェック

P.15　介護保険ガイド シリーズ⑳

P.16　無料相談／『女性の人権ホットライン』

　　　強化週間・「悩みごと相談所」開設

　　　困りごと心配ごとはありませんか?

P.17　弁護士等による無料法律相談

　　　募集／臨時保育士などの登録・自衛官募集

P.18　役場からのお知らせ

P.20　地域子育て支援センター・図書館カレンダー

P.21　統計調査・水道給水工事指定店当番一覧表

P.22　くろしおっ子を紹介します・編集子

11月号の主な内容11月号の主な内容 ●人　口　13,759人　前月比（25人減）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性6,502人　女性7,257人】

●世帯数　5,739世帯
●15歳未満の年少人口　1,434人（比率10.4％）

　　　　　　　　　　　　　　　   【男性726人　女性708人】

●65歳以上の老齢人口　4,518人（比率32.8％）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性1,805人　女性2,713人】

●人口のうごき

〈2007（平成19）年9月30日現在〉

わがまちデータわがまちデータわがまちデータ

増加16人　出生06人　　　　転入10人　
【男1人　女5人】 　【男6人　女4人】

減少41人　死亡19人　　　　転出22人　 　　　　
【男7人　女12人】　【男13人　女9人】
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知的障害者授産施設 大方生華園『シクラメンまつり』【撮影：平成19年10月12日】（関連記事17ページ）

私たちが愛情もって育てた花たちを販売します！私たちが愛情もって育てた花たちを販売します！
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－特集１－中学生海外派遣事業中学生海外派遣事業 団長レポート団長レポート

　
　

　　
黒
潮
町
で
は
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
異
文
化
の
生
活
を

体
験
し
交
流
を
図
る
こ
と
で
国
際

的
な
視
野
を
広
め
て
も
ら
う
た
め
、

毎
年
、
町
内
中
学
校
３
年
生
を
対

象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

の
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
佐
賀
中
学
校
３
年
生

５
人
、
大
方
中
学
校
３
年
生
６
人

が
研
修
生
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　　
黒
潮
町
と
し
て
２
度
目
の
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
が
、
８
月
下
旬

の
こ
ち
ら
か
ら
の
訪
問
と
、
９
月

下
旬
の
受
け
入
れ
と
い
う
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
私
も
交
流
団
の
団
長
と

し
て
参
加
し
、
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
で
大
変
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
団
は
、
中
学
３
年

生
１１
名
と
引
率
者
が
４
名
で
し
た
。

８
月
２２
日
関
西
国
際
空
港
か
ら
夜

間
の
フ
ラ
イ
ト
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
初
め
て
の

海
外
訪
問
で
し
た
の
で
、
機
内
食
、

出
国
や
入
国
手
続
き
、
そ
し
て
Ｎ

Ｚ
ド
ル
へ
の
両
替
な
ど
次
々
と
初

め
て
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
私
自
身
何
年
か
前
の
同
じ
季
節

に
南
島
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
南
島
に
比
べ
る
と
北
島

は
広
い
ば
か
り
で
な
く
、
地
形
に

起
伏
が
あ
り
、
川
や
湖
や
丘
が
変

化
を
も
た
ら
し
、
全
体
と
し
て
潤

い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
風
情

で
し
た
。
あ
ち
こ
ち
に
寒
緋
桜
や

大
木
の
し
ゃ
く
な
げ
が
咲
き
誇
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
日
本
の
季
節

で
い
う
と
３
月
の
上
旬
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
か
。

　
最
初
の
宿
泊
地
は
、
内
陸
部
の

ロ
ト
ル
ア
と
い
う
町
で
し
た
が
、

交
流
先
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
も
含
め
こ

の
地
域
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
人
口
４
０
０
万
人
の
う
ち
３
割

を
占
め
る
先
住
民
族
の
マ
オ
リ
の

人
た
ち
が
多
く
住
み
、
マ
オ
リ
の

文
化
や
伝
統
が
と
て
も
大
切
に
さ

れ
て
い
る
地
域
で
、
歴
史
的
な
経

過
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で

は
イ
ギ
リ
ス
系
の
白
人
と
マ
オ
リ

の
人
た
ち
は
互
い
尊
敬
し
あ
い
融

合
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
う
し
た
マ
オ
リ
の
昔
の
暮
ら

し
ぶ
り
や
儀
式
、
歌
や
踊
り
を
見

る
こ
と
の
で
き
る
「
マ
オ
リ
村
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
歓
迎
の
儀
式

や
「
ハ
カ
」
と
い
う
迫
力
満
点
の

踊
り
に
生
徒
た
ち
も
感
動
し
た
よ

う
で
し
た
。

　
こ
の
「
ハ
カ
」
は
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
代
表
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

「
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
」
が
試
合

の
前
に
は
必
ず
「
ハ
カ
」
を
や
る

の
は
有
名
な
話
で
す
。

　
翌
日
は
い
よ
い
よ
ハ
ミ
ル
ト
ン

の
町
に
入
り
、
交
流
先
の
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
ま
ず
マ
オ
リ
の
歓

迎
の
儀
式
か
ら
始
ま
り
、
お
互
い

が
歌
の
交
歓
を
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
日
本
の
中
学
生

よ
り
少
し
年
齢
が
低
く
、
小
学
校

高
学
年
の
年
齢
で
す
。
そ
の
せ
い

も
あ
っ
て
か
と
て
も
元
気
が
よ
く
、

こ
の
季
節
に
大
半
の
生
徒
が
は
だ

し
で
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
全
体
へ
の
ご
挨
拶
は
月
曜

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
の
あ
と
ス
テ
イ
先
の
生
徒
た
ち

と
対
面
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者

が
生
徒
た
ち
を
連
れ
て
帰
り
ま
し

た
。
１１
人
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
ひ

と
り
で
見
知
ら
ぬ
土
地
で
初
対
面

の
家
族
の
中
に
入
っ
て
い
く
わ
け

で
す
の
で
、
不
安
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
翌
朝
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、

元
気
に
顔
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ス
テ
イ

先
の
家
族
や
先
生
た
ち
と
「
土
ボ

タ
ル
」
で
有
名
な
ワ
イ
ト
モ
ケ
ー

ブ
や
キ
ウ
イ
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
月
曜
日
の
朝
礼
の
時
間
に
、
大

き
な
講
堂
で
全
校
生
徒
と
先
生
方

に
ご
挨
拶
を
し
、
歌
や
踊
り
の
交

歓
、
記
念
品
の
交
換
な
ど
を
し
ま

し
た
。
授
業
の
ほ
う
は
、
全
員
が

ク
シ
ュ
ラ
先
生
（
女
性
）
の
ク
ラ

ス
に
入
れ
て
も
ら
い
、
２
日
間
交

流
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
学

校
は
日
本
に
関
心
が
あ
り
、
教
室

に
は
日
本
語
を
書
い
た
カ
ー
ド
が

い
っ
ぱ
い
貼
ら
れ
て
い
た
し
、
学

校
中
の
生
徒
が
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
日
本
語
で
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
全
体
に
日
本
の
学
校
と
比

べ
る
と
時
間
や
規
則
に
縛
ら
れ
て

い
な
い
感
じ
で
、
生
徒
が
の
び
の

び
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
私
自
身
が
、
わ
が
町
の
中
学
生

と
時
間
と
場
所
を
共
有
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
を
通
じ
て
生
徒
の

皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
面
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
素
直
で
か
わ

い
い
と
い
っ
た
面
が
あ
る
反
面
で
、

引
率
の
先
生
た
ち
の
大
事
な
話
を

注
意
深
く
聞
い
て
、
自
己
管
理
に

努
め
る
と
か
持
ち
物
の
管
理
を
自

分
で
し
っ
か
り
と
や
る
と
い
っ
た

点
で
、
も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
９
月
の
交
流
団
受
け
入
れ
の
際
、

私
の
家
で
は
、
コ
ネ
リ
ー
校
長
先

生
ご
夫
婦
に
滞
在
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
と
に
か
く
気
を
使
い
過
ぎ

な
い
よ
う
に
と
、
極
力
オ
ー
プ
ン

な
雰
囲
気
で
接
し
ま
し
た
。
そ
の

せ
い
か
日
を
重
ね
る
ご
と
に
、違

和
感
が
な
く
な
り
、
身
の
こ
な
し

や
顔
の
表
情
な
ど
で
お
互
い
の
意
思

が
伝
わ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、日

本
人
同
士
で
い
る
よ
う
な
自
然
な

感
じ
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
本
来
人
間
が
人
種
や
言

語
や
生
活
習
慣
を
超
え
て
持
っ
て

い
る
感
覚
な
の
か
な
と
思
い
、
同

時
に
そ
ん
な
人
間
の
す
ば
ら
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
訪
問
と
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、

ほ
ん
と
う
に
多
く
の
人
び
と
の
交

流
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
交
流
が
き
っ
か
け
に

な
り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
お
互
い

に
影
響
し
あ
っ
て
、
国
際
的
な
視

野
と
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
材

が
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

特集１

中
学
生

海
外
派
遣
事
業

平
成
１９
年
度
　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

N
Z
交
流
団
長
レ
ポ
ー
ト

N
Z
交
流
団
長
レ
ポ
ー
ト

町
長
　

下
村
正
直
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－特集１－中学生海外派遣事業中学生海外派遣事業 研修生レポート研修生レポート（感想文から抜粋）

　フェアフィールド中学校を訪問して初めに自分
たちの踊り「よさこいソーラン」を皆さんに見てもら
いました。その踊りの説明を自分がしました。
　しかし、紙ばかり見ていて、あまり前を向くこと
できず自分にとってこの説明はあまり良くないもの
だと思っていました。けれど、あまりつまらずに言え
たことは良かったと思います。
　授業では、最初はあまり話せずにいましたが、
隣に座っていた生徒に優しく接してもらえたので
なんとか授業についていくことができました。休み
時間になり、学校内を歩いているとたくさんの生徒
が日本語で声をかけてくれました。その声かけに自
分は何度も日本語で挨拶をするようにしていきま
した。話しかけてくれる生徒もいて、その生徒とは
仲を深めることができました。
　この研修は中学生最後の夏で一番の思い出に
なったと思います。

岸本　純（佐賀中学校）岸本　純（佐賀中学校）

trainee-report

　私達は、今回ニュージーランドへ行って来ました。
10日間の旅でしたが、とても色々な事が学べて
良い体験が出来ました。
　私が一番思い出深く残っているのは、マオリ族
のコンサートです。マオリとは、NZの先住民の人
達の事です。コンサート内容は、当時の生活風景
を説明してくれたり、マオリの伝統的なダンスと
歌を見ました。ものすごく熱気にあふれていて、眼
差しや表情で文化を大切にしていたんだという事や、
私達に伝えたい事が、言葉は分からなくても充分
伝わって来ました。
　とても、日本にはない感じで、これからは私達
が日本の文化、伝統を伝えなくてはならないなと
思いました。
　今回の旅で、学んだ事を、将来の夢やこれから
の進路へ向けて、生かしていけるようがんばってい
きたいです。

澳本　芽生（大方中学校）澳本　芽生（大方中学校）

trainee-report

　ホームステイは初めてで初日はすごく緊張して
あまり話すことができなかったけれど、2日目から
は慣れてきてたくさん話せるようになりました。ル
イーズの家に来ていた日本人の方のアドバイスを
頂いたからです。
　ホームステイ先の家族は、私が分かるように
優しくゆっくり話してくれました。いつも笑って本当
に楽しい毎日を過ごすことができました。ルイー
ズやカールのお陰です。私が退屈しないように
バスケットボールや卓球などをして遊んでくれまし
た。
　ルイーズやカールには日本語を教え、そして2
人からはたくさんの英語を学びました。英語の勉
強は、自分ひとりでするよりも、ホームステイに入
り学んでいく方がずっと勉強になると思いました。
ホームステイの期間がもっと長かったらと思いました。

柴岡　優見（佐賀中学校）柴岡　優見（佐賀中学校）

trainee-report

　私は、今回の海外派遣事業に参加し、ニュー
ジーランドに行って本当に良かったと思っています。
　ニュージーランドでいろんな人達と交流し、たく
さんの観光地を周ってとても貴重な体験をすること
ができました。
　観光地はいっぱい行ったけど、中でも私は、
HukaFALLの滝が一番印象に残っています。
その滝は面積が大きく、水量がすごくて、でもな
によりも水がとても透き通っていて、とてもキレイで
した。
　あんなに大きく、キレイな滝を初めて見たので、
印象も強く残っていて、もう一度行ってみたいなぁ
と思いました。
　そうしてニュージーランドで勉強した事を、私は、
将来に、役立てていきたいと思っています。

柿内　笑里（大方中学校）柿内　笑里（大方中学校）

trainee-report
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　ニュージーランドに行けることが決まって本当に
嬉しかったです。嬉しくて飛行機の中では眠れ
ませんでした。
　オークランド空港からバスで移動する周りの景
色は牧場ばかりで馬や牛がたくさんいて見るもの
全てが初めてで感動の連続でした。フェアフィー
ルド中学校を訪問して初日は全校生徒の前で「よ
さこい」を踊ったのがはずかしかった。授業はマオ
リ族の「ポイ」を作った。一緒の机で話しかけて
くれたウイックリーという生徒が手伝ってくれた。
作った後は「ポイ」の使い方を習った。休み時間
はハンドボールをした。いろんな生徒に質問され
て大変だった。2日目、キーウイの絵を描いてポス
トカードを作った。　
　体育では、外で走り回ったり、教室で椅子取
りゲームをして楽しかった。お昼は学校を回って写
真を撮ったりした。お別れの日は一緒に授業をして
くれた生徒達とホームステイ先の生徒が見送ってく
れた。写真を撮ったり、ハグしたりすごい嬉しかった。
ニュージーランドの生徒はみんなフレンドリーでお
もしろい生徒もたくさんいて本当に楽しい思い出が
できました。

浜岡　夢（大方中学校）浜岡　夢（大方中学校）

trainee-report

　私がNZへ行って感じた文化の一つにマオリコ
ンサートがあります。マオリコンサートでは夜間
の寒い中、マオリ族の衣装で踊りや歌を見せてく
れました。
　はじめて見たその歌などには本当に驚くばかり
でした。その迫力に少し怖く感じる事もあったけど、
これこそ伝統的な歓迎の意味の踊りや歌だと
思うとすごい事だと思いました。
　その中でも、とても感動したのはマオリの男の人
と女の人の歌です。楽器はギターだけです。その
歌声には本当に感動しました。何か人の心を動
かすようなそんな歌声でした。
　その他にマオリ族の家なども見ました。話で聞
くのと実際見るのとでは想像を超える違いがあり
ました。こういう文化を自分の目で見て感じることが
でき本当によかったと思います。昔の人たちから伝
えてきたこの貴重な文化をこれからもずっと伝えて
いってほしいと思ったし、自分達ももっとたくさんの事
を分かって将来に役立てていく事が大切だと思い
ました。
　その国ごとの文化は途絶える事なく伝えていく
事はとてもはすばらしいし大切な事です。

芝闢ひかり（佐賀中学校）芝闢ひかり（佐賀中学校）

trainee-report

　いよいよホームステイをする日です。ものすごく
緊張したけどホストファミリーの人達が優しくして
くれたし、何よりNZを味わうことができました。
　なぜNZを味わうことができたかというと、まず
は『食事』です。
　私のホストファミリーのモーガンの家では、私
がいる間ずっとNZならではの食事を出してくれまし
た。
　ホームステイ１日目は、生野菜と焼き野菜、蒸
した野菜でした。私は日本であまり野菜を主食に
した事がなかったので正直少し食べたくなかったけ
ど、食べてみると野菜の甘みと歯ごたえがあって、
とてもおいしかったです。
　2日目は、羊の肉（ラム肉）と焼いたハムの上
に蒸したパイナップルを載せているものとNZのデ
ザートでした。1日目が野菜だけだったせいか味
も香りも濃く感じました。デザートはケーキの上に
キウイが載っていて中は砂糖みたいな感じだった
けどキウイの味を生かしている料理だと思いました。
　ホームステイをとおして、NZの食生活の文化に
も触れることができとてもよかったと思います。

北岡　世菜（佐賀中学校）北岡　世菜（佐賀中学校）

trainee-report

　ニュージーランドの人々は皆明るく陽気な感じ
でした。笑顔が絶えなくていいなあと思いました。
　日本との文化の違いはたくさんありました。
　一番驚いたのは学校生活で普通に皆、お菓子
を食べたり、ジュースを飲んでいました。日本では
あり得ない事です。やっぱり外国だなという感じ
がしました。食事も全く違います。まず、僕のステ
イ先では、晩ご飯にスープとパンが出ました。
野菜も出たけど皆、肉ほど食べませんでした。味
はとてもよい味でおいしかったです。
　また、交通ルールについてもありました。走って
いる車のスピードがとても速いです。日本ではすぐ
に捕まってしまいます。制限速度の看板を見ても
「100」と書いており危ないんじゃないかと思いま
した。
　また、ニュージーランドでは、シートベルト着用
の義務化がされており、この事はいいことだと思い
ました。このように日本とニュージーランドではたく
さんの違いがあります。まだまだたくさんあると思う
し、もう一回行きたいと思います。

門脇　亮樹（佐賀中学校）門脇　亮樹（佐賀中学校）

trainee-report

－特集１－中学生海外派遣事業中学生海外派遣事業 研修生レポート研修生レポート（感想文から抜粋）
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－特集１－中学生海外派遣事業中学生海外派遣事業 研修生レポート研修生レポート（感想文から抜粋）

　僕が、ニュージーランドでの10日間の派遣
事業を終えて、一番心に残っていることは、ニュー
ジーランドの人たちの優しさです。
　僕は、ニュージーランドに行く前、人種も文
化も違う所で10日間も暮らせるだろうか、とても
心配でした。
　ですが、ニュージーランドに到着してすぐ、ニュ
ージーランドの人達がたくさんあいさつをしてくれ
ました。そのおかげで、ぼくの不安は一瞬で消え
ました。
　ホームステイ先やフェアフィールド中学校でもあ
たたかく僕をむかえてくれ心からうれしかったです。
　日本とニュージーランドでは文化の違いも多か
ったし外見もまったく違いましたが、なんのためらい
もなく仲良くしてくれたことに感謝したいです。
　このような大変貴重な体験ができて自分自身大
きく成長することができたと思います。

濱闢　陽夫（大方中学校）濱闢　陽夫（大方中学校）

trainee-report

　8月24日は、まず、フカ滝に行きました。そこは、
水の量がすごくてとてもきれいでした。　
　フカ滝では、現地の人から話しかけられて、「ニ
ーハオ」と言われたけど、「ジャパニーズ」と言っ
たら、「イチ、ニ、サン…」と上手に日本語で話
していて、一緒に写真もとってくれました。日本人と
違って、とてもフレンドリーで、とても楽しい人でした。
　その後、フェアフィールド中学校へ行きました。
みんなが、話しかけてきたり握手を求めてきたりし
て、みんなフレンドリーだと思いました。歓迎会で
は、マオリ族の子達が歌を披露してくれました。
何を言っているかはわからなかったけど、自分達の
為に一生懸命歌ってくれていてうれしかったです。
　かけがえのない、貴重な体験をさせてもらえま
した。とても充実した10日間だったと思います。
　この経験を少しでも、将来に活かせれば嬉し
いです。

米津　聡浩（大方中学校）米津　聡浩（大方中学校）

trainee-report

　私がニュージーランドに行った時、文化の違
いに驚いた事がたくさんありました。
　土足で家に上がる事や洋食を食べる以外の文
化の違いについて、まず一つめは、間食が多いこ
とです。学校でお菓子を食べてもいいことが驚きま
した。
　二つめは、シャワーを浴びる時、シャワールーム
があって、立って浴びる事です。
　三つめは、向こうの中学校に多くの人種の人達
が通っていることです。マオリ族の血を引き継いで
いる人や、黒人や、イスラム教徒の人やアジア系の
人や、白人。色々な人種がいることは良い事だと思
います。まだまだたくさん驚くことがありました。
　日本から出た事のない私は、ニュージーランド
に行ったことで、驚きや発見がとても新鮮でした。
ニュージーランドに行って本当に良かったと思いました。

吉尾麻莉也（大方中学校）吉尾麻莉也（大方中学校）

trainee-report

　
期
待
と
不
安
を
胸
い
っ
ぱ
い
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
と
出
発
し

た
研
修
生
１１
名
で
し
た
が
、
滞
在

し
た
１０
日
間
、「
自
分
の
力
を
試

し
た
い
」「
自
分
の
思
い
を
英
語

で
伝
え
た
い
」「
外
国
の
人
と
交

流
し
た
い
」「
海
外
で
友
だ
ち
を

つ
く
り
た
い
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
行
動
に
起
こ
し
て
い
っ

て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
い
く

中
で
、
今
ま
で
に
な
い
事
柄
で
考

え
た
り
、
悩
ん
だ
り
、
帰
っ
て
来

た
頃
に
は
心
も
ひ
と
回
り
大
き
く

成
長
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
研
修
を

通
じ
て
、
国
内
外
に
限
ら
な
い
人

と
の
交
流
の
大
切
さ
を
学
び
、
自

分
の
将
来
を
見
つ
め
る
機
会
に
な

っ
た
こ
と
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
に
は
派
遣
先
の
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
か
ら
１７

人
の
交
流
団
が
黒
潮
町
に
来
町
し
、

町
内
の
２４
家
族
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
言
葉
が
通
じ
な
い
環
境
の
中
、

お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
家
族
の

み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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役場庁舎で職場体験をした池内くん、野村くん

暑い中、頑張りました
（土佐ユートピア・カ
ントリークラブ）

「ああ・・・、忙しい」
（コーナン）

１日中、笑顔で過ご
せました（大方くじ
ら保育所）

大変だけど、けっこ
う楽しい（明神水産）

　
今
年
度
、
黒
潮
町
で
は
文
部
科

学
省
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
地

域
の
指
定
を
受
け
、
９
月
２５
日
か

ら
２９
日
に
か
け
て
、５
日
間
に
わ

た
る
職
場
体
験
学
習
を
、
大
方
中

学
校
３
年
生
が
実
施
し
ま
し
た
。

　
大
方
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
３
日
間
の
職
場
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
５
日
間
の
職

場
体
験
学
習
は
、
黒
潮
町
内
に
お

い
て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

実
施
に
向
け
て
受
け
入
れ
先
の
職

場
の
確
保
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
学
校

は
も
と
よ
り
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
に
支
え
ら
れ
職
場
体
験
学
習
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

「
１
日
目
は
何
を
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
優
し
く
教

え
て
く
れ
て
少
し
ず
つ
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」

「
お
客
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
と
き
、
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
。
疲
れ
て
辛
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
か
っ
た
」

「
５
日
間
の
体
験
を
も
と
に
、将

来
の
こ
と
を
考
え
て
い
こ
う
と
思

う
」

「
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
け
ど
、
お
客
さ
ん
や
お

店
の
人
に
ほ
め
ら
れ
て
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
」

「
体
験
を
通
し
て
、「
夢
を
実
現

す
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

っ
た
」

「
『
人
の
命
』
を
預
か
る
こ
と
の

重
大
さ
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

た
」

「
優
し
く
、
し
っ
か
り
教
え
て
く

れ
て
、
仕
事
が
し
や
す
か
っ
た
」

「
５
日
間
お
世
話
を
か
け
し
ま
し

た
が
、
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
き

ま
し
た
」

【
事
業
所
か
ら
】

・
最
初
は
、
指
示
の
よ
う
に
は
動

け
な
か
っ
た
が
、
日
を
重
ね
る

ご
と
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

・
頼
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
は
一
生

懸
命
で
き
た
が
、
自
分
で
仕
事

を
探
し
て
や
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
よ
う
で
す
。

・
朝
の
清
掃
も
自
分
た
ち
か
ら
で

き
て
、
こ
ち
ら
側
と
し
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

・
初
日
の
緊
張
し
た
様
子
が
、
日

ご
と
に
積
極
的
な
姿
勢
へ
と
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

・
担
任
の
先
生
が
事
前
に
説
明
し

て
く
れ
て
、
学
校
側
の
思
い
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

・
も
う
少
し
、
挨
拶
が
積
極
的
に

で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

・
生
徒
が
一
生
懸
命
自
分
な
り
に

何
か
を
模
索
す
る
手
助
け
に
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

・
こ
れ
か
ら
も
、
素
直
さ
と
挑
戦

意
欲
を
忘
れ
ず
に
、
自
分
の
目

標
に
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
・
三
浦
小
学
校
・
南
郷
小
学

校
・
上
川
口
小
学
校
・
中
央
保
育

所
・
早
咲
保
育
所
・
浜
松
保
育
所
・

南
部
保
育
所
・
く
じ
ら
保
育
所
・

上
田
の
口
保
育
所
・
出
口
病
院
・

ダ
イ
ソ
ー
大
方
・
西
南
体
育
館
管

理
事
務
所
・
よ
し
も
と
で
ん
き
・

塩
田
建
築
・
コ
ー
ナ
ン
・
黒
潮
町

役
場
・
大
方
あ
か
つ
き
館
・
大
方

児
童
館
・
上
川
口
漁
港
・
伊
田
漁

港
・
入
野
漁
港
・
井
原
建
材
・
イ

エ
ロ
ー
フ
ロ
ッ
グ
・
J
A
大
方
・

黒
潮
ふ
れ
あ
い
市
・
ス
リ
ー
エ
フ

大
方
店
・
砂
浜
美
術
館
（
公
園
管

理
）・
ユ
ニ
コ
ム
・
ペ
ッ
ト
カ
ン

パ
ニ
ー
・
フ
ジ
グ
ラ
ン
四
万
十
・

ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園
・
浜
田
楽

器
・
東
京
美
容
室
・
雑
貨
ブ
ル
ド

ッ
ク
・
ア
シ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
（
マ

ル
ニ
）・
明
神
水
産
・
黒
潮
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー（

以
上
敬
称
略
）

　
期
間
中
は
、
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
事
業
所
の
方
々
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
の
人
た
ち

の
自
分
た
ち
に
か
け
る
期
待
や
温

か
な
思
い
に
ふ
れ
る
と
と
も
に
、

達
成
感
や
充
実
感
を
感
じ
た
貴
重

な
５
日
間
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
黒
潮
町
教
育
委
員
会
）

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
事
業
所

夢
に
向
か
っ
て
、

大
方
中
学
校
５
日
間
の
職
場
体
験
学
習

夢
に
向
か
っ
て
、

大
方
中
学
校
５
日
間
の
職
場
体
験
学
習

夢
に
向
か
っ
て
、

大
方
中
学
校
５
日
間
の
職
場
体
験
学
習

特集2
５日間大変や
ったけど企画
振興係での仕
事が一番印象
に残りました

大変だったけど、いい経
験ができてよかったです

患者さんと一緒に移動中。ナース服
で気分は看護師（出口病院）
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平成20年「黒潮町成人式」の新成人代表者を募集します。
20歳の記念になると思いますので、我こそは！と思う方の応募をお待ちしています。
なお、応募者多数の場合は、教育委員会にて抽選とさせていただきます。

◆対　象　者　昭和62年4月2日～昭和63年4月1日生れの方
　　　　      （町内に住所を有する方、大方中学校・佐賀中学校卒業生）
◆募集人数　3人（誓詞、記念品授与、花束贈呈　各１名）
◆募集期間　11月5日（月）～11月30日（金）
◆応募方法　電話・FAX・メール可

○お問合せ・応募先／黒潮町教育委員会　大 方 生 涯 学 習 係　薊43－2110　蕭43－0222
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀生涯人権教育係　薊55－3190　蕭31－4010
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail:kyoiku@town.kuroshio.lg.jp

黒潮町成人式　日時／平成20年1月3日（木）　午後12：30～受付、午後1：30～式典
　　　　　　　場所／ふるさと総合センター（黒潮町入野）大ホール

平成20年成人式の新成人代表者募集

「こんにちは。新しいALT、カレンです！！」「こんにちは。新しいALT、カレンです！！」「こんにちは。新しいALT、カレンです！！」
黒潮町のALT（外国語指導助手）として、Kalen Leech－Porter（カレン リーチ ポーター）

さんが、前任者であるTOMMY ZHOU（トミー ゾー）さんに代わってカナダから派遣されてきました。

今年８月から、主に大方地域の小学校・中学校で活動しています。

佐賀地域では、昨年に引き続きDANIEL LUCKA

（ダニエル ルカ）さんがALTの活動を行っています。

日本での生活にもだいぶ慣れ、町内のイベントなど

にもたびたび出向き、得意のカメラで撮影をしていま

す。顔なじみの人も増えてきました。これからもどう

ぞよろしく！！
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佐賀分団操法大会で大健闘佐賀分団操法大会で大健闘

　
消
防
団
員
の
使
命
の
一
つ
で
あ

る
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
。
そ

の
基
本
と
な
る
の
が
ポ
ン
プ
操
法
・

ポ
ン
プ
車
操
法
で
す
。

　
高
知
県
で
は
、
県
下
各
消
防
団

員
の
消
火
活
動
の
技
術
向
上
を
目

指
し
、
安
全
性
、
正
確
性
、
そ
し

て
迅
速
性
を
基
本
に
し
た
操
法
大

会
が
２
年
に
１
度
、
高
知
県
消
防

学
校
（
い
の
町
）
に
お
い
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

１０
月
７

日
に
開
催
さ
れ
、黒
潮
町
消
防
団

を
代
表
し
て
佐
賀
分
団
が
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
７
月
か
ら

週
に
２
回
以
上
の
練
習
を
重
ね
、

昼
間
の
仕
事
の
疲
れ
の
残
る
夜
間
、

連
日
猛
暑
日
を
記
録
す
る
と
い
う

過
酷
な
条
件
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
目
を
完
全
に
自
分
の
体
に
た

た
き
込
み
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
選
手
や
関
係
者

を
交
え
る
と
１
千
人
を
越
え
る
観

衆
が
集
ま
り
、
そ
の
中
で
多
く
の

審
査
員
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
な
が
ら

の
演
技
は
、
さ
す
が
に
緊
張
し
た

よ
う
で
す
。

　
惜
し
く
も
入
賞
に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
大
会
に
向
け
た
練

習
な
ど
で
得
た
教
訓
や
連
帯
感
は
、

こ
れ
か
ら
の
消
防
活
動
の
中
で
大

き
な
財
産
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 
黒
潮
町
消
防
団
を
代
表
し
て
出

場
を
成
し
遂
げ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

ま
た
、
選
手
を
支
え
た
佐
賀
分
団

の
皆
さ
ん
、
長
期
間
の
練
習
と
本

番
で
の
活
躍
、
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

『火は見てる  あなたが離れる  その時を』    11月9日は119番の日  
　これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすいことから、防火に対する意識を一層高め
ていただき、尊い生命や貴重な財産を失わないため、毎年実施しているものです。火の取り扱い
には充分注意しましょう！

●このページの記事に関するお問い合わせ、南海地震の体験談のご連絡は以下にお願いします。
【本庁】総務課消防防災係 蕁43－2112（直通）  【佐賀総合支所】総務課総務係 蕁55－3113（直通）

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
17

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

佐賀分団操法大会で大健闘
～平成19年度 高知県消防操法大会～～平成19年度 高知県消防操法大会～

11月9日～11月15日  秋の火災予防運動が実施されます11月9日～11月15日  秋の火災予防運動が実施されます

大会に参加した選手の皆さんです（左から、下
谷清人さん・五十嵐元樹さん・森飛南可さん・
安森総司さん・浜田康太郎さん・渡辺誠さん）
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ひとりの一票　みんなの一票
高知へ一票！

ひとりの一票　みんなの一票
高知へ一票！

ひとりの一票　みんなの一票
高知へ一票！

１１月２５日（日）は高知県知事選挙の投票日です

投票日当日に投票所へ行けない方は、期日前投票をし
ましょう。
《期日前投票》
《期間　11月9日（金）～11月24日（土）
《時間　午前8時30分～午後8時
《場所　・保健福祉センター１階 会議室（大方庁舎前）
《　　　・役場佐賀庁舎１階　町民室

■選挙についてのお問い合わせ
　黒潮町選挙管理委員会
　蕁43―2825（直通）

　
平
成

１７
年
完
全
生
命
表
に
よ
る

と
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

７８
・
５
６
歳
、
女
性
は

８５
・
５
２
歳

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
誰
に
で
も
訪
れ
る
長
い
老
後
の

生
活
。
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
生

活
設
計
を
考
え
ま
す
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
国
民

の
一
人
ひ
と
り
が
、
年
金
を
身
近

で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
、
公

的
年
金
制
度
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
認
識
し
、
年
金
制
度
に
対
す

る
理
解
と
信
頼
を
得
る
た
め
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
金
制
度
の
周
知
・
広
報
と
連

動
し
て
、
年
金
加
入
記
録
の
提
供

や
年
金
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
国

民
の
年
金
権
を
確
保
す
る
た
め
に

公
的
年
金
制
度
の
加
入
意
義
や
保

険
料
の
納
付
義
務
に
つ
い
て
理
解

を
求
め
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収

納
対
策
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
長
い
間
働
い
て
現
在
年
金
を
受

給
し
て
い
る
あ
な
た
、
い
ま
年
金

に
加
入
し
て
い
る
あ
な
た
、
こ
れ

か
ら
加
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
あ

な
た
。
役
割
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

も
主
人
公
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
年
金
を
身
近
で

大
切
な
も
の
と
し
て
、
み
つ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す

る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
を

１１

月
上
旬
（
ま
た
は
、
平
成

２０
年
２

月
上
旬
）
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
控
除
証
明
書
は
、
平
成

１９
年
中

に
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明
す
る

書
類
で
す
。

　
こ
の
証
明
書
に
は
、
平
成

１９
年

１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
納
付

さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
（
口

座
振
替
者
は

１０
月
１
日
引
き
落
と

し
分
ま
で
）
と
、
年
内
に
納
付
が

見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
に

は
、
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を

行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
平
成

１９
年

１０
月
か
ら

１２
月
ま
で

の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
の
証
明
書
の
発
送

は
平
成

２０
年
２
月
上
旬
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
時
も
、
社
会
保
険
料
控
除

の
適
用
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
付

さ
れ
た
方
が
そ
の
保
険
料
額
を
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
窓
口
は
、蕁
０
５
７
０
―
０

０
―
９
９
１
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
受
付
期
間
》

　
１１
月
１
日（
木
）〜

　
平
成

２０
年
３
月

１４
日（
金
）

　（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
証
明
書
お
よ
び
領
収
証
書
を
紛

失
さ
れ
た
場
合
は
、
高
知
社
会

保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
（
蕁

３
４
―
１
６
１
６
）
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場
所
 

高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

＊
毎
週
月
曜
日
は
時
間
外
年
金
相
談
日

・
１１
月
５
日（
月
）・

１２
日（
月
）・

１９
日（
月
）・

２６
日（
月
）
は
午
後

７
時
ま
で
受
付
時
間
を
延
長
し

て
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
休
日
に
お
け
る
年
金
相
談
日

・
１１
月

１０
日（
土
）・

１１
日（
日
）・

２４
日（
土
）・

２５
日（
日
）
は
午
前

９
時

３０
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
ま
す

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ
（
１１
月
）

ねんきん
コーナー

１１
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す

１１
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す

１１
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す

最低賃金改正のお知らせ
平成19年10月26日から、
高知県最低賃金は、1時間622円です。

■最低賃金についてのお問い合わせ
　高知県労働局 賃金室　蕁088－885－6024
　四万十労働基準監督署　蕁35－3148
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　
本
校
で
は
、
文
科
省
地
域
指
定

事
業
と
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー

ト
ウ
ィ
ー
ク
推
進
事
業
」
と
「
豊

か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」
の
二

つ
の
指
定
を
受
け
、
現
在
そ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
は
総
じ
て
明
る
く
活
発
で

あ
り
、
学
校
行
事
や
部
活
動
で
は

す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
一
方
、
学
校
で
の
生
活
面

や
学
習
面
で
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
そ
の
課
題
克
服
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

推
進
事
業

　
実
際
に
５
日
間
「
各
職
場
で
の

労
働
体
験
」
を
行
い
、
そ
の
中
で
、

働
く
こ
と
へ
の
感
謝
や
働
く
人
々

の
思
い
に
触
れ
、
自
ら
の
進
路
を

考
え
、
主
体
的
に
判
断
す
る
態
度

や
能
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◆
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業

　
誠
心
園
と
の
交
流
は
１
年
生

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

１１
月
に
行
う
予
定
で
す
。

　　
高
齢
者
擬
似
体
験
を
実
施
し
、

福
祉
に
つ
い
て
の
学
習
を
深
め

ま
し
た
。

　
国
際
理
解
の
一
環
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
生
徒
と
の

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

（
全
学
年
・
全
小
・
中
・
高
等
学
校
）

　
黒
潮
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
と
し

て
６
月

１８
日
、
町
内
小
・
中
・

高
等
学
校
生
徒
全
員
で
地
域
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
６
月
３
年
生
に
お
い
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
豊

か
な
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、

自
然
の
も
と
で
働
く
大
変
さ
を

知
り
、
地
域
の
観
光
産
業
や
地

域
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
職
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
２
年
生
）、
保
育
実
習
、
希

望
者
に
よ
る
誠
心
園
祭
り
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
３
年
生
）
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

　
生
徒
指
導
の
充
実
に
つ
い
て

　
昨
年
度
末
実
施
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
到

達
度
把
握
検
査
）
の
結
果
（
下
の

表
参
照
）
を
見
る
限
り
で
は
、
わ

が
校
の
学
力
は
決
し
て
高
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
本
校
で
も
、
全
国

的
な
傾
向
と
い
わ
れ
て
い
る
学
力

の
二
極
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

 
Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
だ
け
で
学
力
を

測
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
結

果
は
結
果
と
し
て
謙
虚
に
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
っ
た
わ
が
校
の
実
態
や

課
題
を
ふ
ま
え
、
本
年
度
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

■
学
級
・
学
年
経
営
の
充
実（
学

校
生
活
を
安
定
、
充
実
し
た
も

の
に
）

■
学
習
規
律
の
徹
底

■
生
徒
指
導
・
生
活
指
導
の
充
実

■
自
主
学
習
ノ
ー
ト
や
生
活
日
誌

の
指
導

■
１
年
生
集
団
宿
泊
訓
練
に
お
い

て
家
庭
学
習
の
仕
方
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
週
４
日
終
学
活
の
時
間
の
中
に

加
力
学
習
の
時
間
（
大
中
タ
イ

ム
）
を
設
定

■
数
学
に
お
い
て
３
年
生
で
は
分

割
授
業
、
１
・
２
年
生
で
は
Ｔ
・

Ｔ
に
よ
る
授
業
を
実
施
。
英
語

は
全
学
年
で
Ｔ
・
Ｔ
で
の
授
業

を
実
施

＊
Ｔ
・
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
）
と
は
、
複
数
の
教
師
で

指
導
す
る
こ
と

■
学
校
裁
量
時
間
を
学
年
別
学
力

補
充
時
間
（
学
年
タ
イ
ム
）
と

し
て
年
間

２０
時
間
程
度
確
保

■
朝
読
書
の
取
り
組
み

■
授
業
公
開
、
研
究
授
業
を
通
じ

て
の
授
業
改
善
…
な
ど

　
学
校
教
育
の
場
で
は
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
、
生
徒
た
ち
に
特
に

求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
と
し
て
、

人
間
関
係
形
成
、
将
来
設
計
、
情

報
活
用
、
意
志
決
定
な
ど
の
能
力
、

ま
た
家
庭
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
能
力
育
成
の
基
礎
と

な
る
の
は
や
は
り
学
校
生
活
の
安

定
・
充
実
と
基
礎
学
力
で
す
。

　
一
時
間
一
時
間
の
授
業
や
日
々

の
生
活
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

大
方
中
学
校

心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
く
、

意
欲
を
持
っ
て
学
ぶ
生
徒
に

校
長
　

吉
良
　
茂
明

国語

数学

英語

社会

理科

64.8

１年（現2年生）

61.7

56.0

59.6

52.0

69.3

61.3

68.0

62.5

67.0

校内 全国

0.94

1.01

0.82

0.95

0.78

全国比

68.8

2年（現3年生）

46.0

53.0

57.5

52.6

74.8

61.2

65.0

62.9

71.7

校内 全国

0.92

0.75

0.81

0.91

0.74

全国比

56.5

3年（現高校1年生）

54.4

52.0

52.0

55.1

67.0

65.5

63.0

63.0

74.3

校内 全国

0.84

0.83

0.81

0.83

0.74

全国比

平成18年度　学年別CRT結果表

誠
心
園
と
の
交
流
（
１
年
生
）

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

福
祉
体
験
活
動
（
１
年
生
）

交
流
体
験
（
１
年
生
）

町
内
一
斉
清
掃
活
動
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は
じ
め
に

　
本
校
は
、「
た
く
ま
し
く
心
豊

か
な
児
童
の
育
成
」
を
教
育
目
標

に
掲
げ
、
校
章
の
「
お
が
た
ま
」

に
あ
や
か
っ
た
、
お
も
い
や
る
子
・

が
ん
ば
る
子
・
た
く
ま
し
い
子
・

ま
な
ぶ
子
を
児
童
像
と
し
、
保
護

者
や
地
域
と
の
共
育
に
み
ん
な
で

取
り
組
ん
で
い
る
、学
級
数
８
、児

童
数
１
１
７
名
、教
職
員
数
１５
名

の
学
校
で
す
。

　
　

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

　
佐
賀
地
区
で
は
、
土
佐
の
教
育

改
革
の
取
り
組
み
と
並
行
し
て
、

保
・
小
・
中
が
連
携
し
、「
子
ど

も
た
ち
に
基
礎
学
力
、
学
び
の
意

欲
、
そ
し
て
進
路
を
切
り
拓
く
力

を
育
も
う
」
〜
保
・
小
・
中
・
家

庭
・
地
域
の
役
割
の
自
覚
と
責
任
、

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
〜

を
目
標
に
、
①
保
育
・
授
業
の
改

善
②
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
③

小
・
中
の
壁
の
克
服
④
支
え
合
う

仲
間
づ
く
り
⑤
自
尊
感
情
の
醸
成

を
『
地
域
ぐ
る
み
教
育
』
で
推
進

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
、
取
り
組
み

当
初
に
実
施
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
到
達

度
把
握
検
査
）
や
生
活
実
態
調
査

で
、
①
家
庭
学
習
、読
書
、
基
本

的
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る

と
学
力
が
高
い
②
授
業
で
の
充
実

感
が
あ
る
と
学
力
が
高
い
③
国
語

の
定
着
率
が
高
い
と
数
学
・
英
語

も
高
い
と
い
う
学
力
と
生
活
と
の

相
関
関
係
が
判
明
し
た
こ
と
。
ま

た
、
①
自
己
評
価
、
自
己
肯
定
感
、

自
己
表
現
、学
び
の
意
欲
が
低
い

②
家
庭
学
習
、
読
書
、
基
本
的
生

活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
な
い
③

国
語
の
力
、
考
え
る
力
、
興
味
・

関
心
・
態
度
が
弱
い
な
ど
の
教
育

の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ

ら
の
解
決
に
向
け
て
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
重
要
性
が
確
認
さ
れ

た
か
ら
で
す
。

　
本
校
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

「
生
活
リ
ズ
ム
」「
基
本
的
生
活
習

慣
・
学
習
習
慣
（
学
び
の
姿
勢
）」

の
定
着
、「
基
礎
体
力
・
基
礎
学

力
」
の
徹
底
、「
集
団
づ
く
り
」
の

三
本
柱
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
生
活
リ
ズ
ム
・
習
慣
形
成
に
向
け
て

・
８
時
か
ら
授
業
前
の
朝
マ
ラ
ソ

ン（
校
庭
５
周
）が
あ
り
、
８
時

１０
分
か
ら
始
業
で
す
。
ま
ず
１０

分
間
朝
読
書
を
し
ま
す
。
低
学

年
で
は
週
１
回
は
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
ま
す
。
６
年
生
が
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

計
算
タ
イ
ム
、
朝
の
会
の
後
、

４０
分
か
ら
１
時
間
目
が
始
ま
り

ま
す
。
午
前
中
は
２０
分
休
み
を

挟
ん
で
１２
時
１５
分
ま
で
で
す
。

・
午
後
は
、
１３
時
３５
分
か
ら
清
掃

活
動
で
す
。
５０
分
か
ら
の
１０
分

間
の
漢
字
タ
イ
ム
後
に
午
後
の

授
業
で
す
。
終
業
の
時
間
は
学

年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

放
課
後
活
動
を
経
て
、４
時
３０

分
に
集
団
下
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
「
早
ね
・

早
お
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
」
と
も

重
な
り
ま
す
が
、
就
寝
・
起
床
、

Ｔ
Ｖ
・
ゲ
ー
ム
、
家
庭
学
習
の
到

達
目
標
時
間
達
成
へ
の
、
家
庭
と

連
携
し
た
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

◆
授
業
改
善
の
取
り
組
み

　
「
互
い
に
認
め
合
い
、
励
ま
し

合
え
る
集
団
づ
く
り
を
通
し
て
」

の
副
主
題
「
話
を
よ
く
聞
き
、自

分
の
考
え
を
し
っ
か
り
言
え
る
児

童
の
育
成
」
の
研
究
主
題
を
設
定

し
て
、
校
内
研
究
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
県
教
委
か
ら
「
教

え
の
喜
び
伝
承
モ
デ
ル
事
業
」
の

指
定
を
受
け
「
で
き
る
か
ら
楽
し

い
授
業
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、

先
生
方
の
授
業
力
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
教
科
書
文
を
ス
ラ
ス
ラ
読
む
「
音

読
」
、
繰
り
返
し
て
習
熟
を
図
る

「
計
算
・
九
九
」な
ど
で
、
知
識
・

理
解
や
技
能
の
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
は
小
学
校
段
階
で
重
要
で
す

の
で
「
で
き
る
」
こ
と
の
基
礎
基

本
の
徹
底
も
図
っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
不

足
が
あ
り
ま
す
。

　
本
校
で
も
、
国
語
科
の
「
話
す

こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
弱
さ
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
読
む
・
聞

く
・
話
す
・
書
く
」
の
学
習
活
動

を
児
童
同
士
の
か
か
わ
り
合
い
で

展
開
す
る
授
業
を
構
築
し
て
い
け

ば
、
児
童
主
体
で
「
わ
か
っ
た
か

ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
だ
か

ら
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
友
だ
ち

同
士
の
意
見
や
考
え
の
交
流
は
、

自
己
認
識
を
深
め
、
他
者
理
解
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し

て
授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
左
の
グ
ラ
フ
は
、
過
去
２
年
間

の
全
校
Ｃ
Ｒ
Ｔ
結
果
で
す
。
関
心
・

意
欲
・
態
度
が
ま
だ
１
０
０
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
の
領
域
も

徐
々
に
あ
が
っ
て
き
て
い
る
の
は

地
域
ぐ
る
み
教
育
の
成
果
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

佐
賀
小
学
校

た
く
ま
し
く
心
豊
か
な

　
　
　
　
　
　
児
童
の
育
成

校
長
　

芝
藤
　
邦
美

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
く
ろ
し
お
１０
月
号（
８
頁
２
段
目
）「
教
育
委
員
会
だ
よ
り
」
田
ノ
口
小
学
校
・
C
R
T
の
結
果
表
は
、上
段
部
分
が
国
語
、下
段
部
分
が
算
数
の
間
違
い
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

佐
賀
小
学
校
児
童
の
１
日

佐
賀
っ
子
学
習
１０
の
約
束

１
　
チ
ャ
イ
ム
を
守
ろ
う

２
　
話
す
人
の
方
を
向
い
て
聴

こ
う

３
　
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
し
っ

か
り
と
相
手
に
伝
え
よ
う

４
　
下
敷
き
を
使
お
う

５
　
鉛
筆
を
使
い
、
正
し
く
持

と
う

６
　
線
を
引
く
時
は
定
規
を
使

お
う

７
　
文
字
は
丁
寧
に
書
こ
う

８
　
机
な
ど
に
落
書
き
を
し
な

い
よ
う
に
し
よ
う

９
　
次
の
時
間
の
準
備
を
し
よ
う

１０
 

家
庭
学
習
を
し
よ
う

観点別ＣＲＴ全国通過率比（全国を100とする）全校集計
2005

（国語） （算数）

2006
110

105

100

95

90

85
３
観
点
評
価

知
識
・
理
解

表
現
・
処
理

算
数
的
な
考
え
方

関
心
・
意
欲
・
態
度

４
観
点
評
価

知
識
・
理
解
・
技
術

読
む
能
力

書
く
能
力

話
す
・
聞
く
能
力

関
心
・
意
欲
・
態
度
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11月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

大　腸　が　ん　検　診
容 　 器 　 回 　 収

愛 　 育 　 相 　 談

16日（金）

19日（月）

下田の口コミュニティセンター

田野浦集会所

出口集会所

9:00まで

9:30～10:30浜松保育所

献　　　　　　　血

健 　 康 　 相 　 談
29日（木）

保健福祉センター

下田の口コミュニティセンター

入野本村集会所

9:30～10:30

9:00～12:30

13:30～14:30

10:00～11:00

奥湊川老人憩の家

健 　 康 　 相 　 談

健 　 康 　 相 　 談

下馬荷集会所

早咲集会所

加持本村集会所

9:30～10:30

10:00～11:00

10:00～11:00

28日（水）
愛 　 育 　 相 　 談

献　　　　　　　血

保健福祉センター

サンシャインポピー北側駐車場

10:00～11:30

15:00～17:00

22日（木） 子　宮　が　ん　検　診
（ 未 受 診 者 対 象 ）

保健福祉センター
※9:30～10:30

※13:30～14:00

大
方
地
域

12月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

健 　 康 　 相 　 談03日（月） 早咲集会所 10:00～11:00

３　歳　児　健　診05日（水） 保健福祉センター ※13:00～13:30

06日（木） 乳　が　ん　検　診 保健福祉センター
※9:00～11:30

※13:30～15:30

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
１1
月
中
旬
か
ら
１2
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
毎
日
は
、心
と
か
ら
だ
の
健
康
か
ら
始
ま
り
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

注）表中の※印は、受付時間となります。

保健福祉センター 9:00～09:30

上田の口集会所 9:40～09:50

11日（火） 下田の口コミュニティセンター 10:00～10:30

大　腸　が　ん　検　診
容 　 器 　 配 　 布

（ 未 受 診 者 対 象 ）
＊中部・西部地区

健 　 康 　 相 　 談

田野浦集会所 10:40～11:10

有井川集会所 9:00～09:30

上川口分団屯所前 9:40～10:10
10日（月）

鞭老人憩の家 10:20～10:50

大　腸　が　ん　検　診
容 　 器 　 配 　 布

（ 未 受 診 者 対 象 ）
＊　東　部　地　区 加持ふれあいセンター 11:00～11:20

上川口浦集会所 9:30～10:30

有井川集会所

上川口分団屯所前

13日（木） 鞭老人憩の家
9:00まで

大　腸　が　ん　検　診
容 　 器 　 回 　 収
＊　東　部　地　区

健 　 康 　 相 　 談

加持ふれあいセンター

保健福祉センター

上田の口集会所
14日（金）

下田の口コミュニティセンター
9:00まで

大　腸　が　ん　検　診
容 　 器 　 回 　 収
＊中部・西部地区

田野浦集会所

浮津集会所 9:30～10:30
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※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

当直医療機関一覧表
月 日 摘　　　要 四万十市（内科） 四万十市（外科） 宿　毛　市

11月

14日 第1日曜日 四万十市民病院
蕁34－2126

四万十市民病院
蕁34－2126

いなげ胃腸科内科
蕁0880－62－1113

11日 第2日曜日 さくらクリニック
蕁35－2555

さくらクリニック
蕁35－2555

川村内科クリニック
蕁0880－66－2911

18日 第3日曜日 四万十市民病院
蕁34－2126

四万十市民病院
蕁34－2126

大井田病院
蕁0880－63－2101

23日 勤労感謝の日 中村病院
蕁34－3177

正木整形外科
蕁34－5252

いしはらクリニック
蕁0880－62－0505

25日 第4日曜日 竹本病院
蕁35－4151

佐々木整形外科
蕁34－7177

幡多けんみん病院
蕁0880－66－2222

佐
賀
地
域

11月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

9:30～11:00佐賀老人憩の家横 浜 愛 育 健 康 相 談
12日（月）

13:30～15:30漁民センター漁民センターミニデイサービス

※11:00～12:00総合保健センター
献　　　　　　　　　　　血27日（火）

※13:45～17:00総合センター

※9:00～10:30佐賀町漁協
献　　　　　　　　　　　血28日（水）

※11:00～13:00みやたエイト佐賀店前

9:30～11:00伊与喜集会所伊 与 喜 ミ ニ デ イ サ ー ビ ス14日（水）

13:30～16:00デイサービスセンターこぶし乳　　　児　　　健　　　診19日（月）

12月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

9:30～11:00川奥集会所川 奥 ミ ニ デ イ サ ー ビ ス
05日（水）

13:30～14:30市野瀬集会所市　野　瀬　健　康　相　談

10:00～15:00総合センター佐 賀 ミ ニ デ イ サ ー ビ ス06日（木）

注）表中の※印は、受付時間となります。

　
「
料
理
が
苦
手
！
」「
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
少
な
い
！
」「
野
菜
嫌
い

が
あ
る
！
」
と
い
っ
た
悩
み
を
お

持
ち
の
方
に
お
ス
ス
メ
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
し

て
い
る
マ
マ
パ
パ
の
交
流
の
場
に

も
な
り
、
子
ど
も
の
栄
養
や
、
育

児
の
中
で
の
食
事
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
づ
く
り
に
も
な
り
ま
す
。

　
１２
月
は
『
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
料
理
』
で
す
。
ぜ
ひ
マ
マ
パ
パ

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
託
児
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
（
保
健
師
等
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
）。

日
時
／
①

１２
月

２０
日（
木
）

　
　
　
②
１
月

２５
日（
金
）

 
 
 

午
前

１０
時
〜
午
後
１
時

＊
い
ず
れ
か
の
参
加
も
可
能
で
す
。

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
調
理
室
（
大
方
庁
舎
前
）

対
象
／
０
〜
２
才
の
子
育
て
中
の

マ
マ
パ
パ
（

１５
組
程
度
）

参
加
料
／
無
料

必
要
物
品
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

締
め
切
り

　
①

１２
月

１２
日（
水
）②
１
月

１７
日（
木
）

＊
材
料
な
ど
の
準
備
が
あ
り
ま
す

の
で
、
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、

締
切
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

　
大
方
総
合
支
所
　

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所
　

　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

　
基
本
的
で
簡
単
な
料
理
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
料
理
に
興
味
の
あ
る
方
、
未
経

験
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時
／

１１
月

１５
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
１
時

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
健
康
研
修
室（
大
方
庁
舎
前
）

対
象
／
町
内
在
住
の
男
性
・

１５
名

参
加
費
／
無
料

必
要
物
品
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

締
め
切
り

１１
月

１２
日（
月
）（
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
 

保
健
衛
生
係

　
大
方
総
合
支
所

　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

『
子
育
て
マ
マ
パ
パ
料
理
教
室
』

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
！！

『
男
の
料
理
教
室
』

　
　
　
　
　
参
加
者
大
募
集
！！



潘広報くろしお  №20　2007（平成19）年11月号

あ
な
た
の「
運
動
機
能
」は
？

健
康
知
恵
袋

高
齢
者
健
診

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
①

「
運
動
機
能
」を
チ
ェ
ッ
ク

　
平
成

１８
年
度
よ
り
基
本
健
康
診

査
と
あ
わ
せ
て
介
護
予
防
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
高
齢
者
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
健
診
は

６５
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
行
っ
て
お
り
、
内
容
と

し
て
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
、

そ
の
結
果
に
よ
り
対
象
者
の
方
は

体
力
検
査
（
握
力
、
歩
行
、
片
足

立
ち
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
血
液
検
査
も
栄
養
状
態

を
表
す
項
目
で
あ
る
血
清
ア
ル
ブ

ミ
ン
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、

生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

２５
項

目
の
質
問
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　
項
目
に
よ
っ
て
「
生
活
機
能
全

般
」・「
運
動
機
能
」・「
栄
養
状
態
」・

「
口
腔
機
能
状
態
」・「
閉
じ
こ
も

り
関
係
」・「
認
知
症
関
係
」・「
う

つ
関
係
」を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

 
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
で
、当
て
は

ま
る
項
目
が
多
い
方
は
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
「
運
動
機
能
」
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
左
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

内
容
は
、
運
動
機
能
の
状
態
を
調

べ
る
項
目
で
す
。
　

　
３
項
目
以
上
該
当
し
て
い
る
方

ま
た
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
結
果
で
運
動
機
能
測
定
を
実
施

し
、
該
当
に
な
っ
た
方
は
運
動
機

能
低
下
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
要
介
護

状
態
に
な
る
原
因
の
う
ち
、
高
齢

者
に
よ
る
虚
弱
、
骨
折
・
転
倒
、

関
節
疾
患
な
ど
、
運
動
機
能
の
低

下
に
関
係
す
る
も
の
が
３
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
年
齢
と
と
も
に
運
動
機
能
が
衰

え
る
の
は
仕
方
な
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、

９０
歳
以
上
で
あ
っ
て

も
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
運
動

機
能
は
向
上
で
き
ま
す
。

★
座
っ
て
で
き
る
運
動

《
足
首
の
曲
げ
伸
ば
し
》

①
両
手
を
後
ろ
に
つ
き
、
ひ
ざ
を

伸
ば
し
て
座
り
ま
す
。

②
背
中
を
伸
ば
し
、
足
首
を
で
き

る
だ
け
身
体
の
側
に
曲
げ
ま
す
。

５
秒
ほ
ど
停
止
し
た
後
、
今
度

は
足
底
に
向
け
て
し
っ
か
り
伸

ば
し
ま
す
。

③
こ
れ
を
５
〜

１０
回
く
り
返
し
ま

す
。

★
足
腰
を
鍛
え
ま
し
ょ
う

《
足
の
後
ろ
上
げ
》

①
椅
子
か
ら

３０
〜

４０
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
離
れ
て
両
足
を
少
し
開
き
、４５

度
く
ら
い
に
上
体
を
前
に
傾
け
、

両
手
で
椅
子
を
つ
か
み
ま
す
。

②
膝
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
し
な

が
ら
、
片
方
の
足
を
ま
っ
す
ぐ

後
ろ
に
持
ち
上
げ
ま
す
。

③
足
を
持
ち
上
げ
た
状
態
で
一
秒

間
静
止
し
、
ゆ
っ
く
り
も
と
の

姿
勢
に
戻
し
ま
す
。

④
片
方
ず
つ
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ

１０

回
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
は
使
わ
な
い
で
い
る
と
、

機
能
が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
機
能
を
保
つ
た
め
に
は
「
ほ
ど

よ
く
使
い
続
け
る
」
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
な
る
べ
く
身

体
を
動
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
積

極
的
に
運
動
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
介
護
予
防
に
効
果
的
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係
　

大
方
総
合
支
所
　

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）　
　
佐
賀
総
合
支
所
　

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

運
動
機
能
の
低
下
は
要
介
護

状
態
を
招
く
大
き
な
原
因

い
く
つ
に
な
っ
て
も
運
動

機
能
は
向
上
で
き
る

転
倒
防
止
の
た
め
の
簡
単
な

運
動
を
紹
介
し
ま
す

「運動機能」基本チェックリスト
質問項目（6～10） 回　答

0．はい
1．いいえ

階段を手すりや壁をつたわらずに登って
いますか？

6

0．はい
1．いいえ

椅子に座った状態から何もつかまらずに
立ち上がっていますか？

※回答で『１』に該当していることが多いほど、「運動機能」
での問題が多いと考えられます。

7

0．はい
1．いいえ

15分位続けて歩いていますか？8

1．はい
0．いいえ

この１年間に転んだことがありますか？9

1．はい
0．いいえ

転倒に対する不安は大きいですか？１０
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小規模多機能型居宅介護サービスについて
介護保険広報シリーズ澣ガイ ド

　今回は、本町において本年度開始の新しい介護サービス事業「小規模多機能型居宅
介護サービス」についてご説明します。
　利用登録をした１つのサービス事業所で、24時間・365日、通い（デイサービス）
を中心に、利用者の心身の状況に応じて、訪問（ホームヘルプサービス）や短期間の
宿泊（ショートステイ）を組み合わせ、入浴・排泄・食事などの介護、調理・洗濯・
掃除などの家事、生活相談・助言や健康状態の確認などの日常生活上の世話、機能訓
練を行い、居宅で自立した日常生活を営むことができるようにするものです。

○お問い合わせ　大方総合支所  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所  健康福祉課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）

　町内で認知症の方や、認知症の方を介護されている方で、悩みや不安をかかえておら
れる方も多いのではないでしょうか。
　1人で悩まず、日頃から認知症の方をお世話し共に生活している施設職員や、利用者
の方たちと気軽におしゃべりしてみませんか。情報交換することで少しでも気持ちが楽
になれればとの思いで「ゆうかにこにこ交流会」をグループホーム優夏で開催しています。
　1人や少人数から受け付けし、日程は参加者の都合に合わせて調整しますので、お気
軽にお問い合わせ下さい。

介護保険介護保険介護保険

施　　設　　名 小規模多機能型居宅介護事業所しらゆり 小規模多機能型居宅介護おおがた（仮称）

開　設　予　定　地 黒潮町下田の口2153 黒潮町入野3017－2、3032－1

開設予定年月 平成19年10月 平成20年2月

事業所法人名 有限会社　沙羅 医療法人　一勇会

法　人　所　在　地 四万十市中村京町1丁目12番地1 四万十市右山天神町10番12号

代 表 者 名 渡辺大東 島津栄一

登　録　定　員　数 25名 25名

事業所指定年月日 平成19年10月13日（指定登録済） （整備完了後）

電 話 番 号 43－4001 －

＜小規模多機能型居宅介護事業所＞

要支援１・経過的要介護 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

4,469円 7,995円 11,430円 16,325円 23,286円 �25,597円 28,120円

※上記以外に、食費や宿泊費、おむつ代、その他日常生活品費が必要となります。

～利用料金（自己負担分・月額）～

「ゆうかにこにこ交流会」のご案内

＜受　　付＞　大方総合支所　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　佐賀総合支所　健康福祉課　保険福祉係　蕁55－3112（直通）
＜受付時間＞　午前8：30～午後5：30（月曜～金曜ただし祝日除く）
＜開催場所＞　グループホーム優夏（黒潮町入野3512－2）  蕁31－3307
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◆「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
現
在

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
夫
や
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）や
セ
ク
シ
ャ

ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

離
婚
問
題
や
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
、〝
全
国
一
斉
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
〞
行
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
週
間
中
は
、
相
談
期
間
の

拡
大
（
通
常
は
、
休
日
を
除
く
月

曜
か
ら
金
曜
・
午
前
８
時

３０
分
か

ら
午
後
５
時

１５
分
ま
で
）
お
よ
び

電
話
回
線
の
増
設
を
行
う
な
ど
し

て
、
専
用
相
談
電
話
を
通
じ
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
（
人

権
擁
護
委
員
）
と
法
務
局
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
必
ず
守

り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

実
施
期
間

　
１１
月

１２
日（
月
）〜

１１
月

１８
日（
日
）

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
７
時

＊
土
曜
・
日
曜

　
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号

　
蕁
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

　（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
・

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

◆
悩
み
ご
と
相
談
所

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

１１
月

１８
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
「
じ
ん

け
ん
フ
ェ
ス
タ
こ
う
ち
２
０
０
７
」

の
会
場
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　
当
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」（

１１
月

１２
日

〜
同
月

２５
日
）
の
期
間
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
特
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
、
離
婚
問
題
な
ど
女
性
の

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
は
、弁
護
士
資
格
を
持
つ

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
、男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
の
人
権
擁
護
委

員
、法
務
局
職
員
が
担
当
し
ま
す
。

　
こ
ち
ら
も
、
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
必
ず
守
り
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
女
性
の
悩
み
ご
と
に
限

ら
ず
、
通
常
の
法
律
相
談
な
ど
に

も
応
え
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

開
設
日
時

　
１１
月

１８
日（
日
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

開
設
場
所

　
新
京
橋
プ
ラ
ザ

　（
高
知
市
帯
屋
町 

高
知
大
丸
南
側
）

相
談
員

弁
護
士
資
格
を
持
つ
女
性
の
人

権
擁
護
委
員
、
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
の
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

○『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

強
化
週
間
と
「
悩
み
ご
と
相
談

所
」
の
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　（
高
知
市
小
津
４
―
３
０
）

　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

　
黒
潮
町
と
黒
潮
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
協

力
し
て
「
特
設
人
権
相
談
・
困
り

ご
と
相
談
所
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、

１２
月
に
は
弁
護
士
を
招
い

て
「
弁
護
士
無
料
相
談
所
」
を
開

き
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
相
談
料
は
無
料
で
相

談
内
容
や
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
で
困

っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
町
民
館

　
蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』強
化

週
間
・「
悩
み
ご
と
相
談
所
」
開
設
の

お
知
ら
せ

無
料
相
談

■特設人権相談・困りごと相談所の日程

■弁護士無料相談所

※弁護士無料相談は、予約制です。大方総合支所 住民課 人権係（蕁43－2800）へ
　予約をしてください。

月　　日 時　　間 会　　　　　　　場

11月15日（木）
10時～12時 浮津構造改善センター

13時～15時 蜷川生活改善センター

12月 6日（木） 13時～15時 保健福祉センター（大方庁舎前）

12月19日（水）
10時～12時

総合センター（佐賀庁舎前）
13時～15時

2月15日（金）
10時～12時 伊田浦老人憩の家

13時～15時 灘集会所

2月20日（水）
10時～12時

総合センター（佐賀庁舎前）
13時～15時

3月6日（木）
10時～12時 大方橘川集会所

13時～15時 馬荷老人憩の家

月　　日 時　　間 会　　　　　　　場

12月 6日（木） 13時～15時 保健福祉センター（大方庁舎前）

12月19日（水） 13時～15時 総合センター（佐賀庁舎前）
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暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
知
弁
護
士
会
民
事
介
入

暴
力
対
策
委
員
会
お
よ
び
高
知
県

警
察
本
部
の
協
力
を
受
け
、
毎
月

２
回
（
第
２
・
４
木
曜
日
）
当
セ

ン
タ
ー
で
無
料
法
律
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
主
に
暴
力
団
な

ど
に
絡
む
困
り
ご
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
法
律
問
題
や
事
件
絡

み
な
ど
で
お
困
り
の
方
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
出
張
無
料
相
談
〉

日
時

　
１２
月

１１
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所

　
四
万
十
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

　
四
万
十
市
中
村
桜
町
２
―
１

　
蕁
３
５
―
４
８
８
７

相
談
に
応
じ
る
人

・
高
知
弁
護
士
会
所
属
民
事
介
入

暴
力
対
策
委
員
会
　
弁
護
士

・
高
知
県
警
察
本
部
暴
力
団
対
策

課
担
当
者

・
財
団
法
人
暴
力
追
放
高
知
県
民

セ
ン
タ
ー
相
談
委
員

○
お
問
い
合
わ
せ

　
財
団
法
人
暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―
８
７
１
―
０
０
０
２

　
産
休
お
よ
び
病
気
な
ど
の
事
情

に
よ
り
保
育
所
職
員
が
業
務
を
で

き
な
く
な
っ
た
時
の
代
替
な
ど
の

た
め
、
町
内
保
育
所
で
働
く
希
望

が
あ
る
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

●
臨
時
保
育
士
・
臨
時
調
理
員

資
格保

育
士
や
調
理
師
の
資
格
の
あ

る
方

勤
務
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
６
時

　
土
曜
日

　
午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
１
時

　
※
各
保
育
所
に
よ
り
勤
務
時
間
・

勤
務
形
態
に
変
動
あ
り

申
し
込
み

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
、
資
格

証
明
書
（
写
し
）
を
総
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト（
朝
夕
他
の
保
育
所
業
務
）

資
格黒

潮
町
内
に
住
所
を
登
録
し
て

い
る
方

勤
務
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
６
時

土
曜
日

　
午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
６
時

　
※
各
保
育
所
に
よ
り
勤
務
時
間
・

勤
務
形
態
に
変
動
あ
り

申
し
込
み

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
、
保
育

士
や
調
理
師
の
資
格
の
あ
る
方

は
資
格
証
明
書
（
写
し
）
を
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

　
総
務
課 

行
政
人
事
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

募
 

集

弁
護
士
等
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

臨
時
保
育
士
な
ど
の
登
録

大方生華園　シクラメンまつり大方生華園　シクラメンまつり大方生華園　シクラメンまつり大方生華園　シクラメンまつり
～鉢花、グァバ製品を安く販売いたします～

11月14日（水）～30日（金）午前9：30～午後3：30まで
場所／大方生華園内ハウス（黒潮町田野浦518）
シクラメン各種・パンジー・ペチュニア・ナデシコ・クリサ
ンセマム・アリッサム・葉ボタン・グァバ製品・木工製品
○知的障害者授産施設 大方生華園 蕁43ー3666

受験科目 2等  陸 ・ 海 ・ 空士 自衛隊生徒

応募資格 18歳以上27歳未満の男子（平成20年4月1日現在） 15歳以上17歳未満の男子（平成20年4月1日現在）
※中学卒業者・見込み含む

試　験　日 12月6日（木） 1次試験　平成20年1月12日（土）

受付期間 ～12月5日（水）

ボーナス 年2回（4．45カ月）

休日休暇 年次休暇（年24日）、夏季および年末年始の特別休暇などがあり、原則として週休2日制です。

概　　要

任期制（陸上2年、海上・航空3年）ですが選抜試験に
合格すれば3曹、さらには幹部に昇任します。

区　　　分
任期満了毎の支給（給与・ボーナスの他）

1任期 2任期 累計

陸　　　上 598,667円 1,309,333円 1,908,000円

3曹に昇任すれば定年までの勤務が可能となります。

細部不明な点は自衛隊四万十地域事務所まで、お気軽に相談してください。　　自衛隊四万十地域事務所 蕁35－3096

海上・航空 936,500円 1,374,667円 2,311,167円

～平成20年1月8日（火）

初　任　給
157,500円（平成19年4月1日現在） 150,200円（平成19年4月1日現在）

食事・光熱費・宿舎費など無料

自 衛 官 募 集（平成20年春入隊）

入隊後、自衛官として必要な各種教養、教育や各種
訓練などを受けながら、一般高校と同じ教育を学び、
3年終了時には高等学校の卒業資格を取得できます。
その後それぞれ専門的な技術を修得し、4年終了
時には3曹に昇任、さらに選抜試験に合格すれば幹
部に昇任します。
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農
地
の
転
用
な
ど
に
関
す
る
許

可
申
請
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
申

請
書
類
提
出
後
、
委
員
会
が
意
見

書
を
添
え
て
県
へ
送
付
↓
毎
月
末

に
審
査
↓
許
可
す
べ
き
事
案
に
つ

い
て
許
可
書
を
交
付
、
と
い
う
流

れ
で
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
毎
年

１２
月
は
法
務
局
な
ど

関
係
機
関
の
事
務
処
理
の
都
合
上
、

県
で
は
中
旬
に
年
内
最
後
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
審
査
に
間
に
合
わ
せ
る
た

め
に
は
、
１１
月
２０
日
（
火
）
ま
で

に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
許
可
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
か
ら

農
業
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
た
場
合

の
県
審
査
は
、
来
年
１
月
末
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

　
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、

平
成

１４
年
の
法
律
改
正
に
よ
り
見

直
さ
れ
、
受
給
期
間
が
５
年
を
経

過
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま

で
の
支
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

な
い
範
囲
で
、
そ
の
一
部
が
支
給

停
止
（
減
額
）
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
平
成

１５
年
４
月
１
日
現
在
で
受

給
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
平

成
２０
年
４
月
分
の
手
当
て
か
ら
減

額
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
支
給
停
止
の
額
や
、

一
部
支
給
停
止
の
対
象
外
と
な
る

方
の
範
囲
な
ど
に
関
す
る
具
体
的

な
内
容
は
、
本
年
末
に
決
定
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
健
康
福
祉
部 

こ
ど
も
課

　
母
子
福
祉
担
当

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
６
５
４

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課

　
福
祉
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課

 
保
険
福
祉
係
　

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

請
求
期
限

　
平
成
２０
年
３
月
３１
日（
月
）

　
こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法

律
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金

を
受
け
取
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成

１７
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た

方
等
は
除
き
ま
す
）

４
　
前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
　
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
内
親
族
（
戦
没
者
等
の
死

亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
）

＊
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
に
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

要
件
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
子

に
つ
い
て
は
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
の
胎
児
も
含
ま
れ
ま
す
。

給
付
内
容

　
・
額
面

４０
万
円

　
　（

１０
年
償
還
の
記
名
国
債
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
請
求
窓
口

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課

　
福
祉
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課

　
保
険
福
祉
係

　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

役
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
末
の
農
地
法
許
可
申
請
は

１１
月
２０
日（
火
）ま
で
に

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

―
受
給
期
間
が
５
年
を
経
過
さ
れ
た
方
―

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

子犬の譲渡会
日時　１１月２８日（水）
　　　午前９時４０分～午前１１時５０分
場所　中村小動物管理センター（四万十市古津賀）

■子犬を譲りたい方
・午前９時４０分から午前１０時までに受け付け

してください。
＊事前に高知県幡多福祉保健所に連絡し、当日は

印鑑を持って、子犬を連れてきてください。
＊原則として生後２～３カ月、離乳済みの子犬を

対象とします。
■子犬を飼いたい方
・午前１０時から午前１０時２０分までに受け付

けをしてください。
＊当日は、印鑑と子犬を入れる箱を持ってきてく

ださい。子犬の譲渡が決まった方は、「飼い始め
講習会」を受けていただきます。

次回譲渡会の予定
平成２０年２月２７日（水）

●お問い合わせ
　高知県幡多福祉保健所　食品・衛生課
　　　　　　　　　   蕁３４―５１１９
　大方総合支所 住民課 環境保全係
　　　　　　　　　   蕁４３―２８００（直通）
　佐賀総合支所 まちづくり課 水道環境係
　　　　　　　　　   蕁５５―３７００（直通）
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育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識
　

 
ー 

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に 

ー

 
 
 

「
第
５９
回
人
権
週
間
」
　
１２
月
４
日（
火
）〜
１０
日（
月
）

　
黒
潮
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
相

談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
町
民
館

　
蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
守
り
確
保

す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
目
標
と
し
て
、
１

９
４
８
年
（
昭
和

２３
年
）

１２
月

１０

日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の

１２
月

１０

日
を
「
人
権
デ
ー（H

um
an R

ights 
D

ay

）」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、

人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
以
前
か
ら
関
係

機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て
、「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週

間
（

１２
月
４
日
か
ら

１０
日
ま
で
）

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界

人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と

も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
も
、
皆
さ
ん
が
『
人

権
』
を
考
え
る
場
に
な
れ
ば
と
「
人

権
週
間
」
期
間
を
中
心
に
次
の
行

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ご
近
所
・
ご
家
族
で
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
人
権
作
品
展

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
黒
潮
町

内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
人
権
作
品

（
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
・
人

権
作
文
・
詩
）
を
募
集
し
、「
人

権
週
間
」
期
間
を
中
心
に
、
大
方

あ
か
つ
き
館
で
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
日
時

　
１２
月
１
日（
土
）〜

１０
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
　
　
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
人
権
週
間
記
念
ラ
イ
ブ

・
日
時
　

１２
月
４
日（
火
）

　（
受
付
）午
後
７
時

　（
開
演
）午
後
７
時

３０
分
〜
午
後
９
時

・
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
　
　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

・
出
演
　
趙
　
博
さ
ん
　

・
テ
ー
マ

　
ニ
ッ
ポ
ン
て
何
や
ね
ん
？

　
〜
浪
速
の
唄
う
巨
人
・パ
ギ
や
ん

（
趙
　
博
）ラ
イ
ヴ
＆
ト
ー
ク
〜

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
高
知
地
方
法
務
局
中
村
支
局
と

中
村
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ

る
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
大
方
地
域
）

・
日
時
　

１２
月
６
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

・
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
佐
賀
地
域
）

・
日
時
　

１２
月

１９
日（
水
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

・
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
人
権
映
画
上
映
会

・
日
時
　

１２
月
９
日（
日
）

・
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
　
　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

①「
父
さ
ん
が
泣
い
た
日
」（
ド
ラ
マ
）

　
午
前

１０
時

３０
分
〜
（

２８
分
）

②「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
花
火
」（
ア
ニ
メ
）

　
午
前

１１
時

１５
分
〜
（

２５
分
）

③「
夢
、
空
高
く
」（
ア
ニ
メ
）　

　
午
後
１
時

３０
分
〜
（

４１
分
）

④「
未
来
へ
の
虹
」（
ア
ニ
メ
）

　
午
後
２
時

２５
分
〜
（

３０
分
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
教
育
委
員
会
佐
賀
生
涯
人
権
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
大
方
町
民
館

　
蕁
４
３
―
１
２
０
４（
直
通
）

　
佐
賀
町
民
館

　
蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

　
大
方
児
童
館

　
蕁
４
３
―
３
６
２
２（
直
通
）

「
人
権
週
間
」
行
事
計
画

名　　　　　前 住　　所 電話番号

大石　正幸（おおいし まさゆき） 荷　　稲 55－7447

山下　鹿男（やました しかお） 市野々川 55－2507

山本　　規（やまもと さだむ） 佐　　賀 55－2033

澤田　君代（さわだ きみよ） 伊　　田 44－1998

田辺　　孝（たなべ たかし） 奥　湊　川 43－1688

野並　佳子（のなみ よしこ） �下田の口 43－3607

堀野　登子（ほりの たかこ） �入　　野 43－3437

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

ち
ょ
う

ば
く

趙　博さん
ばくちょう
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。）

大
方
図
書
館

佐
賀
図
書
館

◇
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土
・
日

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◇
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
五
冊
・
二
週
間

　
雑
誌

　
一
人
三
冊
・
二
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
二
点
・
一
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出

開
始
日
か
ら
二
カ
月
間
は

一
週
間
の
貸
出
期
間
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書

カ
ー
ド
の
発
行
は
受
付
で

行
っ
て
い
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図

書
館
で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は

各
図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は

で
き
る
だ
け
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

h
ttp

://a
ka

ts
u
ki.to

w
n
.k

u
ro

s
h
io

.lg
.jp

 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

11月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 3 1 2 笳
笘 5 6 7 8 9 10

12月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 4 1 2 1
笆 3 4 5 6 7 8

筺 12 13 14 15 16 17
筥 19 20 21 22 筬 24
箝 26 27 28 29 箚 30
濱 濱 0 0 0 0 0

11月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 3 1 2 笳
4 笙 6 7 8 9 10

12月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 4 1 2 1
2 笳 4 5 6 7 8

11 筺 13 14 15 16 17
18 筴 20 21 22 筬 24
25 箘 27 28 29 箚 30
濱 濱 0 0 0 0 0

8・9月貸出ベストランキング

　あるひ、としょかんに
おおきなライオンがや
ってきました。みんなと
いっしょにおはなしもき
きます。かんちょうさん
のおてつだいもします。
ライオンのいるとしょか
ん！ちょっとのぞいてみ
ませんか？

今月の本：としょかんライオン今月の本：としょかんライオン
１．回転木馬　　　　　　　　　　　柴田よしき／著（大方・佐賀）
２．夜明けの街で　　　　　　　　　東野　圭吾／著（大方・佐賀）
３．秘花　　　　　　　　　　　　　瀬戸内寂聴／著（大方・佐賀）
７．楽園　上　　　　　　　　　　　宮部みゆき／著（大方・佐賀）
７．楽園　下　　　　　　　　　　　宮部みゆき／著（大方・佐賀）
６．悪人　　　　　　　　　　　　　吉田　修一／著（大方・佐賀）
７．ちんぷんかん　　　　　　　　　畠中　　恵／著（大方）
８．生き方（人間として一番大切なこと）　稲盛　和夫／著（大方）
７．しあわせは、真逆のルールでやってくる　リズ山崎／著（大方）
７．吉原手引草　　　　　　　　　　松井今朝子／著（大方・佐賀）
７．モノの捨て方で人生が変わる　　川北　義則／著（大方）
７．なぜあの人は問題解決がうまいのか　　中谷　彰宏／著者（大方）
７．（ギブアップしない53の具体例） ※（カッコ）内は所蔵館

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町

内
で
子
育
て
を
し
て
い
る
方
な
ら

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

・
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

・
利
用
対
象
者
／
町
内
在
住
の
方

・
利
用
料
金
／
無
料

・
利
用
手
続
き
／
不
要

◆
お
出
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時

　
場
所
／
佐
賀
老
人
憩
の
家

◆
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時

　
場
所
／
大
方
く
じ
ら
保
育
所

＊
第
５
週
目
の
１１
月
２８
日（
水
）

は
１１
月
２６
日（
月
）に
変
更
に

な
り
ま
す
。

◆
愛
育
相
談

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時

　
１１
月
１２
日（
月
）
　

　
場
所
／
佐
賀
老
人
憩
の
家

　
１１
月
２１
日（
水
）

　
場
所
／
大
方
く
じ
ら
保
育
所

第
１
回「
子
育
て
・
親
育
て
支
援
事
業
」

　
母
子
保
健
分
野
の
専
門
職
で
あ

る
高
知
大
学
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー

の
助
産
師
を
招
き
「
赤
ち
ゃ
ん
マ

ッ
サ
ー
ジ
」
や
、「
胎
児
期
か
ら

の
子
育
て
相
談
」、「
講
話
」
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
や
、
子
育

て
に
興
味
・
関
心
を
お
持
ち
の
方

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
欲
し
い
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
に
ち
／
１１
月
１４
日（
水
）

場
　
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
大
ホ
ー
ル

内
　
容
／
「
子
ど
も
の
心
と
身
体

の
発
達
に
つ
い
て
」・「
赤

ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
」（
午

前
１０
時
３０
分
〜
正
午
）・

「
医
療
現
場
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
」（
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
）

持
参
物
／
バ
ス
タ
オ
ル

会
　
費
／
無
料

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
大
方
く
じ
ら
保
育
所
内
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

１１
月
の
予
定
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○お問い合わせ
　大方総合支所　まちづくり課　水道係　　　蕁43－2114（直通）
　佐賀総合支所　まちづくり課　水道環境係　蕁55－3700（直通）

月

11

12

日
自　　　至

05～11

12～18

19～25

26～30

01～20

3～9

10～16

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

河 野 電 機 設 備

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈲ 西 部 総 建

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
大方地域

電話番号
店　　名 住　　所

事務所

電話番号
店　　名

住　　所事務所自　宅 自　宅

佐賀地域

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

タカハシ水道設備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－1022

43－1936

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

上田の口1578

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

町
内
の
事
業
所
の
み
な
さ
ん

「
全
国
物
価
統
計
調
査
」へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
内
の
製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん

「
工
業
統
計
調
査
」
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
ん

で
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、

１１
月

２１
日
を
基
準
日
と
し
て
「
全
国
物

価
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
５
年
に
一
度
の
周

期
調
査
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
６

４
７
市
町
村
を
抽
出
し
、
一
斉
に

調
査
を
行
う
も
の
で
、
物
価
の
店

舗
間
格
差
や
銘
柄
間
格
差
、
地
域

間
格
差
な
ど
の
価
格
差
の
実
態
を

解
明
し
、
各
種
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

《
調
査
の
方
法
》

◆
小
売
業
を
営
む
事
業
所

　
１１
月
上
旬
に
役
場
か
ら
「
全

国
物
価
統
計
調
査
に
つ
い
て
の

お
願
い
（
事
前
通
知
）」
と「
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
調
査
員
が
お
伺
い

し
、
調
査
票
を
お
渡
し
い
た
し

ま
す
の
で
、
記
入
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

＊
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
「
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
」
、
今

年
６
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
商

業
統
計
調
査
」
に
続
き
、
短
期

間
に
３
度
の
調
査
と
な
り
、
ご

迷
惑
・
ご
負
担
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
総
務
省
の
実
施
す

る
統
計
調
査
と
し
て
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
事
業
所

　
役
場
か
ら
電
話
で
聞
き
取
り

調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

回
答
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成

１９
年

１２
月

３１
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究

資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教

材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

高知県再チャレンジ学習支援協議会では「女性のためのチャレンジ講座」を開催します。
興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
【日時】12月9日（日）午前9時～午後5時　【場所】保健福祉センター（大方庁舎前）
【内容】チャレンジワークショップ・はじめてのパソコン・チャレンジ相談会
＊事前にハガキで申し込みが必要です。（締切／11月23日必着）＊無料託児あります。
【お問い合わせ】NPOとさはちきんねっと「女性のチャレンジ講座」係
　　　　　　　　蕁090－8697－8158

女性のためのチャレンジ講座女性のためのチャレンジ講座
応援しま

す！！
あなたの
チャレンジ

を

応援しま
す！！

あなたの
チャレンジ

を
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くろしおっ子を紹介します！くろしおっ子を紹介します！

　
今
年
も
、
砂
浜
と
松
原
に

挟
ま
れ
た
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
畑
が

ピ
ン
ク
に
染
ま
る
季
節
と
な

っ
た
。

　
「
花
見
と
言
え
ば
桜
、
秋
の

花
と
言
え
ば
コ
ス
モ
ス
、
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
と
言
え
ば
漬
物
と

い
う
三
つ
の
常
識
に
も
の
申

す
…
。」

　
砂
浜
美
術
館
の
秋
を
代
表

す
る
催
し
「
ら
っ
き
ょ
う
の

花
見
」
は
、
こ
ん
な
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
平
成
３
年
頃
に

始
ま
っ
た
。

　
「
催
し
」
と
言
っ
て
も
、
特

別
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
せ
い
ぜ
い
、
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
畑
沿
い
に
俳
句
箱
を
据

え
る
だ
け
で
あ
る
。

　
費
用
も
掛
か
ら
な
い
が
、そ

れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
押

し
寄
せ
る
わ
け
で
も
な
い
。し

か
し
、
長
年
続
け
る
中
で
、「
今

ま
で
何
気
な
く
見
て
き
た
も

の
に
、
意
義
と
主
体
性
を
持

た
せ
て
、
新
し
い
価
値
観
を

創
造
す
る
。
」「
訪
れ
た
人
が
、

自
然
の
中
で
作
品
を
見
つ
け

る
美
術
館
」
と
い
う
砂
浜
美

術
館
の
考
え
方
が
、
そ
の
ま

ま
地
域
文
化
と
し
て
根
付
い

た
よ
う
に
感
じ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
黒
潮
町
で
の

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
耕
作
は
、
昭
和

３５
年
に
始
ま
っ
て
い
る
。
も

と
も
と
は
、
砂
浜
の
畑
の
境

界
線
に
植
え
ら
れ
て
い
た
も

の
だ
っ
た
が
、
今
で
は
黒
潮

町
を
代
表
す
る
特
産
品
で
あ
る
。

　
（
む
）

編
集
子

ここ な

正木　心菜ちゃん
〈平成18年11月19日生まれ〉

元気でやさしい子でいてください。

はる な

山闢　春菜ちゃん
〈平成19年2月26日生まれ〉

優しい人になってネ蟋

なな み

村越　七海ちゃん
〈平成17年10月12日生まれ〉

お兄ちゃん、お姉ちゃんたちと
仲良くしてね。

かい

舛田　　櫂くん
〈平成19年1月7日生まれ〉

明るく元気でたくましい男の子
になってね。

こう し

小谷　晃志くん
〈平成19年6月23日生まれ〉

大きく元気に育ってください。

がく

太田　　楽くん
〈平成17年11月1日生まれ〉

たくましい男の子になってね。

れん

今西　　蓮くん
〈平成17年8月3日生まれ〉

やさしい子になってね蟋�

なぎ

隅田　　凪くん
〈平成18年11月20日生まれ〉

元気に大きくなってネ！

ま りん

森田　真凛ちゃん
〈平成18年7月29日生まれ〉

明るくて優しい子になってね。

そう へい

碇　　蒼平くん
〈平成19年1月21日生まれ〉

元気で優しい子になってください。

か

こ

　
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
な
ぶ
ら
」

が
自
然
体
験
学
校
を
開
き
ま
す
。

　
昨
年
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り

体
験
に
引
き
続
き
、
今
年
は
地

元
の
天
然
に
が
り
を
使
っ
て
、お

豆
腐
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

　
お
昼
に
は
豆
腐
や
お
か
ら
を

使
っ
た
、
あ
っ
た
か
お
昼
ご
飯

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　

１２
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時

３０
分
受
付

場
　
所
　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
黒
潮
町
拳
ノ
川

３１
―
１
）

対
象
者
　
小
学
生
以
上
　

２０
人

参
加
料
　
大
人
　
２
千
円

　
　
　
　
子
ど
も
　
千
円

＊
事
前
に
参
加
申
込
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
な
ぶ
ら
事
務
局

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課
内

　
蕁
５
５
―
３
１
１
３

蕭
５
５
―
３
８
５
０

自
然
体
験
学
校
「
豆
腐
づ
く
り
体
験
」

〜
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
な
ぶ
ら
」
〜

　町内の子どもたちを、おうちの方からのメッセー
ジといっしょに紹介します。
　今月号は、取材先（南郷小学校
運動会）と乳児・1歳6カ月健診
会場（デイサービスセンターこぶ
し）で撮影させていただきました。




